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The Study for that Care Worker’s Work・Life・Balance is Realizing
Masatoshi SAKAMOTO
（Dept. of Social Work, Faculty of Human and Social Studies, 
Nagasaki International University）
Abstract
This study aims to record “SASS-Graduate School Annual Scientific Meeting”.　In meeting, 
we discuss the research topic “Work・life・balance”.
The result of this study were as follows ; It is necessary to realize the Work・Life・Balance of 
the care worker.　Result : The raising of care worker’s salary and the remedial education of the 
care worker was analyzed that it was necessary, and this was major factor and problem.　We have 
to get the Work・Life・Balance-realized Social Security ready, and working environment of the 
age-free is made.
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と が い え る と し て い る。一 方 で、「就 業 時 間
（２８％）や経営者との協力（２４％）、経営者の理解
（２２％）」の数字は、ワーク・ライフ・バランスの
実現のための前提として、経営サイドの協力が不
可欠であることを物語っていると記している。ま
た、日本の勤労者にとってワーク・ライフ・バラ
ンスを崩す要因として「就業時間の長さ、給料に
不満」などが示されている。仕事／職場の不満足
度で、満足していない人への質問について、「昇進
の見込み、給料、評価、興味、仕事が確保されて
いること、ワーク・ライフ・バランスの質問項目」
で日本は２４カ国中で最も不満足な状況にあると記
している。それに比べて、タイ、スイス、アイル
ランドでは満足していないこれらの項目全体のス
コアは低い。同社による「調査結果からの洞察」
では、「日本同様に合計特殊出生率が１.３以下、つ
まり少子化傾向が強い韓国・ギリシャ・ポーラン
ド・ドイツ・ロシアやスペインでも『仕事と家庭
の調和』が上手くとれていると感じる人が少ない
あるいは不満足が高いことから、少子化とワー
ク・ライフ・バランスには相関関係があると考え
られる」としてる。また「日本のワーク・ライ
フ・バランスへの不満の高さは、他の先進国に比
べても突出しており、日本の対策が不十分である
ことを示唆している。また、日本人は他の国に比
べ、自ら環境改善を試みる人が少なく、不満を感
じながらも行動に移せず我慢してしまう傾向があ
るのではないかとも考察できる。あるいは、労働
者自らが環境改善を行うきっかけをつかめないま
ま、改善自体をあきらめている場合も多いと考え
られる。」と洞察している。そして「厚生労働省
が「人口減少下における雇用・労働政策の今後の
重点施策」として「仕事と生活～ワーク・ライ
フ・バランスで仕事と生活を充実させる」を挙げ
たのは、時宜を得ており、今後、日本でも政府や
企業の『仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バ
ランス）』への取り組みが本格化し、少子化傾向の
歯止めに寄与する可能性がある。しかしながら、
現在自ら改善を試みる人が世界一少ないことを考
えると、政府による法律作りや企業の枠組み作り
だけでなく、職場あるいは社会全体として感情的
にも『ワーク・ライフ・バランス』への取り組み
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が必然だと受け入れられるような PR 活動やムー
ド作りが求められよう。また、労働者も、『ワー
ク・ライフ・バランス』の重要性を認識して、会
社や国だけに頼らず、自ら環境を改善しようと
いった意思をもつことも重要だと考えられる」と
調査結果報告をまとめている。
　（本調査は２００６年１月に株式会社スミスの「仕
事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）に
関する世界意識調査報告」によると、世界２４カ国
の調査会社の協力により１３,８３２のサンプル（日本
３,０００サンプル、米、英、中、韓、露など北欧、西
欧諸国）を集め、ワク・ライフ・バランスに関し
て人々にとっての意味、身近さなどの意識、法制
による解決策などを公表している。これを引用し
た。）
資料２：第７回アジア社会学・社会福祉院生国際セ
ミナー抄録、巻頭挨拶より抜粋「長崎国際大学人
間社会学部社会福祉学科を会場として、アジア社
会学・社会福祉院生セミナーを開催することと
なった。本学科の大学院生・教員にとり大きな喜
びである。セミナーのトピックは「ワーク・ライ
フ・バランス」である。仕事と私生活（家庭生活）
をバランス良く両立しながら、幸福な暮らしを実
現していくことは我々の共通した願いである。し
かし、現実には、仕事の長時間化や家庭生活にお
ける個別、孤独化などの原因から、充実した生活
が実現できないこともしばしば指摘されている。
特に仕事におけるキャリアアップのためには、充
実した余暇時間の確保や、その受け皿としての教
育機関の果たす役割は重要となっている。健康で
希望に満ち溢れた地域や社会を創造していくため
にも、今日的なトピックとして「ワーク・ライ
フ・バランス」は、アジアをはじめ、世界に通じ
たテーマである。そして、今日の社会学、社会福
祉学を専攻する研究者や学生にとって共通する分
野といえる。今回、九州を中心とした、社会福祉
学を専攻する９つの大学の研究者や大学院生等
が、長崎県佐世保の地に集い、トピックテーマを
意識した上で、それぞれの研究成果を報告・討論
を行えることは意義があるものと確信している。
（坂本雅俊）」
坂　本　雅　俊
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　　　　　　　１１０１教室にて
